
ケーススタディ発表会を行いました 

看護研究Ⅱの授業の一環として、受け持ち患者様に行った看護を振り返り、自己の看護

観を深めることを目的に、ケーススタディを行っています。12 月 18 日にその発表会を

行いました。 

 

小児看護学実習や母性看護学実習でのケース

スタディもあり、短い受け持ち期間のなかでも

より良い看護は何かを考えながら実習に臨んで

いたことが伝わってきました。 

 

 

領域実習での看護を振り返り、新たな気づき

や学びを得ることができました。緊張しながら

も、伝わりやすい声の大きさやトーン、話す速

さなどを意識しながら発表していました。 

 

 

１年生も参加し、会場からは活発な質問があり、質

疑応答を通して、さらに学びを深めることができまし

た。１年生からは「２年生が実習でどれだけ患者さん

に寄り添ってきたのか、どんな関わりをしてきたのか

よくわかりました」と感想が聞かれました。 

実習病棟からは実習指導者の方にも聴講にきていた

だきました。 
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